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津山盆地東部に分布する中新統勝田層群の堆積環境
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TheMioceneKatsutaGroupoftheSyohoku-choareaissubdividedinto6members; TheUetsuki
ConglomerateMember,NaraSandyMudstoneMember,TaiGravellySandstoneMember,TAkatoriConglomerate
Member,AyabeMudstoneMemberandMaruyamaMudstoneMember&ombottomtotop.
TheunconformitybetweenMiocenedepositsandbasementrocksinthisareawastracedtoobtaingeometryof
theMiocenebasin.ContourmapsofthebasesoftheMioceneYoshinoFormationandlhkakuraFormation
indicatepaleo-topography.Theobtainedtopographydemonstratesavalley,whichmowedtonorth-west,andafew

islandsandbays･ltindicatesthattheseMiocenesuccessionsweredepositedinthetopographywhichresembleto
thepresentSetoInland.
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Ⅰ. はじめに

瀬戸内申新統と呼ばれている(糸魚川･柴田,1973)
海成層主体の地層は,長野県南部から瑞浪,宇治,津
山,庄原,三次そして浜田を結ぶ細長い地域に断続的
に分布する.津山盆地周辺に分布する中新統は勝田層
秤 (河合,1957),新見から三次一庄原の盆地や吉備
高原一帯に点在するものは備北層群 (今村,1953)と

呼ばれている(Fig.1).藤原 ･鈴木 (2002)はこれらの
地層が現在の谷部に残って分布し,古い地形と新しい
地形を区分するよい指標になっていることを示して
いる.川上町弥高山地域での珪藻化石 (渡辺ほか,
1999)によって備北層群上部層が約 16M aという年

代が示され,津山盆地の勝田層群高倉層においてもほ
ぼ同じ年代が示されている.竹村 ･三宅 (2001)によ

る放散虫化石の検討によってもこれが支持されてい
る,中国地方に散在する海成中新統の分布から柴田･

糸魚川 (1980a,b)は多鳥海的な内海の古地理を復元

している.津山盆地についてもTaguchi(2002)は軟
体動物化石に基づいて北の日本海-と海域がつづく
古地理を復元している.本論文では,津山盆地東部の

勝北･勝央地域の中新統についてその基底面の追跡に

Figl･IndexmapshowingthelocationoftheTsuyamaBasin.

よる古地形の復元を行うとともに層相の検討を行っ
た.これによってより詳細な古地形古地理復元が可能
になった.また吉層基底コンターマップ･高倉層基底

コンターマップを作成し古地形変遷を検討した.
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ⅠⅠ. 地形概要

本調査地域である津山東部の勝北町及び勝央町は
基盤となる古生代から中生代の地層や岩石,及びそれ
らを覆う中新統及び沖積層からなる.北部及び南部の
山地では岩石化した二畳紀及び三畳紀の泥質岩,砂岩,
硬岩と白亜紀の流紋岩質凝灰岩類が分布している.中
央部の丘陵地にこれらの基盤岩を不整合に覆って完

全に岩石化していない泥岩,砂岩,磯岩からなる勝田

層群が分布している(Fig.2).本地域の中新統全体の層
厚は 100m程度である.津山東部の勝田層群は河合
(1957)によって総括的にまとめられており,下位よ
り植月層,吉野層,高倉層と区分されている.後述す
るように植月層は河川成堆積物の硬岩･砂岩層,吉野
層は入り江や河口付近の堆積物の砂岩層と浅海成堆

積物の砂岩磯岩層,高倉層は沖合成堆積物の泥岩層か
らなる.これらは下位から上位に海進に伴う堆積環境
の変遷を反映している.本論文では勝田層群を細分し,
岩相の違いなどから植月僕岩部層,楢砂質泥岩部層,
田井僕質砂岩部層,高取僕岩部層,綾部泥岩部層,丸
山泥岩部層の6つの部層に区分した.植月磯岩部層は
植月層に,楢砂質泥岩部層と田井磯質砂岩部層と高取
磯岩部層は吉野層に,綾部泥岩部層と丸山泥岩部層は

高倉層にそれぞれ対比される(tableI).
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津山盆地東部に分布する中新統勝田層群の堆積環境

ⅠⅠⅠ. 勝田層群の層序と岩層

植月裸岩部Jf

地層名; 新称である.

模式地; ｢津山東部｣図幅地域の勝央町植月

層序関係; 基盤を不整合に覆う.

層厚; 基盤の起伏によって異なるが,最大層厚約20
mである.

岩相; 僕岩相,粗粒砂岩相,砂岩相,泥岩相,炭質

泥岩相が識別できる.全体的に上方細粒化している.

硬岩相は大～中磯からなり,亜角磯が多いが,亜円磯

を伴う.基底不整合面付近では巨裸を伴うこともある

インプリケーションが発達する.磯と基質の割合は磯

が 50-80%程度である.磯種は地域ごとの基盤岩の

影響を受けており,基盤岩起源の流紋岩質火山岩類や

泥質岩が特徴的に見られる.粗粒砂岩相は淘汰が普通

で平行ラミナや大型の斜交層理が認められる.砂岩相

は粗粒砂岩相の上位または嫌岩相中にレンズ状に挟

まれており,淘汰は普通.泥岩相は砂岩相の上位また

は硬岩相中にレンズ状に挟まれており,植物片などの

材化石を含む.炭質泥岩相は黒色の炭質泥からなり泥

岩相中に薄くレンズ状に挟まれる.植物片などの材化

石を含む.本部層は河川によって堆積したと考えられ

る.

櫓砂賞淀岩瀬層

地層名; 新称である.

模式地; ｢楢｣図幅地域の勝北町楢

層序関係;植月僕岩部層を一部削り込んで重なる.
基盤を直接不整合に覆うことがある.

層厚; 約 10m程度である.

岩相; 炭質砂質泥岩相,泥岩相に識別できる.炭質

砂質泥岩相は,淘汰の悪い細粒砂を含む泥であり,負

類化石のほか植物片の材化石など細かい炭質物を豊

富に含む.全体に色は黒色または青灰色を呈している

直径 2cm程度のサンドパイプがよく見られ,生物擾

乱が激しく,ラミナなどの堆積構造はほとんど認めら

れない.泥岩相は炭質物を含まず,色は灰白色を呈し

ている.炭質砂質泥岩相の上位に重なるものとレンズ

状に挟まれているものがある.本部層の堆積環境とし

て干潟や河口が考えられる.

田井裸賞砂岩部層

地層名; 新称である.

模式地; ｢真加部｣図幅地域の勝央町田井

層序関係; 楢砂質泥岩部層に整合に重なる.

層厚; 約 5-10m程度である.

岩相; 硬質砂岩相,粗粒砂岩相,泥岩相に識別でき

る.榛質砂岩相は淘汰の良い粗粒砂と細～中磯の亜円

榛からなる.含有する裸の割合は 50%程度である.

嫌種は珪質のものが特徴的に含まれており,石英脈や

流紋岩質火山岩類が大部分を占めている.-リングボ
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-ン斜交層理が発達しており,ひとつの単層の厚さは

0.5-1mでほぼ反対方向を向く2方向のフォアセット

ラミナが認められる.粗粒砂岩相は粗粒砂からなり場

所によっては細磯を含む.ラミナ等の成層構造は乏し

く,サンドパイプが認められる.泥岩相は本部層の最

上位をなすが,連続性に乏しい(Fig.3).本部層は潮流
の影響を受ける浅海で堆積したと考えられる.

高取磯岩8B層

地層名; 新称である.

模式地; ｢津山東部｣図幅地域の勝央町高取

層序関係; 田井僕質砂岩部層をやや削り込んで重な
る.

層厚; 約 10-30m程度である.

岩相; 僕岩相,砂岩相に識別できる.硬岩相は中撲

サイズの亜円僕からなり,凍種は主に流紋岩質火山岩

類からなり石英脈を多く含む.基質は粗粒砂からなり

割合は 50%程度である.下位の田井僕質砂岩部層を

やや削り込み境界面は明瞭である(Fig.3).本部層の基
底は下位の層を削りこむ海退期侵食面の可能性があ

ることから一時的な海退イベントによって堆積した

と想定される.

綾部定着88Jr

地層名; 新称である.

模式地; ｢楢｣図幅地域の勝北町綾部

層序関係; 田井磯質砂岩部層,高取僕岩部層の一部

を削り込んで重なる.

層厚; 約 1-5m程度である.

岩相; 泥岩相からなる.泥岩相は黒色を呈した泥岩

からなり,うすく並行にはげやすく,有孔虫を産する

(Fig.4).本部層は沖合で堆積したと考えられる.

丸山淀岩琳層

地層名; 新称である.

模式地; ｢津山東部｣図幅地域の勝北町丸山

層序関係; 綾部泥岩部層をやや削り込んで重なる.

層厚; 約 30-40mである.

岩相; 磯岩相,細～中粒砂岩相,泥岩相からなる.
磯岩相は本部層の最下部をなし,細～中磯サイズの亜
円僕からなる.磯種は珪質なものが大部分を占めてお
り,石英脈や流紋岩質火山岩類を特徴的に含む.基質
の割合は 40-30%程度である.僕岩相は細～中粒砂

岩相を伴い厚さ 1-3m程度の層をなしよく連続する
この基底面は下位の綾部泥岩部層をやや削り込み明

瞭である.泥岩相は貝類化石を産出し,うすく並行に

はげやすい.本相は約 30-40mの厚層をなす(Fig.4).
本部層も沖合で堆積したと考えられる.本部層の基底
が海退期侵食面の可能性があることから下位の綾部
泥岩部層と区別した.
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IV. 古地形と古環境変遷

中新統と基盤岩の不整合位置を等高線で結ぶこと

により,中新統基底面のコンターマップ(Fig.5)m 成
した.不整合の露頭が確認できないところは中新統と

基盤岩蕗頭の中間を不整合の位置として作図した.同

様に各層の基底の位置を等高線で結び,吉野層基底コ

ンターマップ(Fig.6),高倉層基底コンターマップ

(Fig.7)を作成した.これらの図は各層堆積直前の古地
形を示しているので,海進に伴う堆積場の変遷が検討

できる.また,復元された河口や内湾などの古地理と

各地点における堆積物の特徴から堆積環境を検証し

た.

i植月層堆積時の古地形(Fig.5)

Fig.5は中新統堆積前の地形を表す.基底面の標高
は最も低い場所で 90mであり,谷の底にあたる部分

は中央部～南部に分布している.その間に高まりが存

在する.比較的規模の大きい河川が南東部から北西方

向に流れ,その高まりを回りこむ形で二股に別れ流れ

出ている.このほかに,小規模の河川が堆積盆周縁部

に分布しており,これらは中央の河川に合流している

植月礎岩部層の堆積環境は,復元された古地形によ

っても河川であると考えられる.古地形の復元による

河川と植月磯岩部層の分布はよく一致しており,河川

が西方向-と流れていることが読み取れる.

立吉野層堆積時の古地形(Fig.6)

Fig.8に示されるように吉野層基底面は植月層上部
の一部を切っている.植月層は陸成層であるので吉野

層堆積時に侵食があったことが考えられる.植月層堆

積前の中央部～南部にあった谷は植月層の堆積によ

って埋没したため,吉野層の基底面は傾斜のなだらか

な地形に変わっている.一方,島状の高まりは残存す

る.これらは吉野層堆積時には島として存在していた

と考えられる.中央部～南部のかつて河川であったと

ころはエスチュアリーになったと推定される.

ih高倉層堆積時の古地形(Fig.7)
基底面の標高は最も低いところで 110mであり,全

体的になだらかな地形を呈している.さらに海進が進

み,北部及び南部ともに沖合環境となったと考えられ

る.復元された海は北に広がっている.基底面が全体

的になだらかになるものの,南部の一部などでは基底

の標高差が大きいところが溝状にある.Fig.9に示さ
れるように高倉層基底面が吉野層上部の一部を切っ

ている.こうした場所は,島の分布によって狭まった

海域にあたることから潮流の影響による侵食が考え

られる.高倉層堆積場縁辺の基底コンターは中新統基

底コンターマップと一致する.これは基盤に高倉層が

アバットしていることを示している.

V. まとめ

･ 本地域の勝田層群を岩相によって 6つの部層に

区分した.植月磯岩部層は植月層に,楢砂質泥岩

部層,田井硬質砂岩部層,高取嫌岩部層は吉野層

に,綾部泥岩部層,丸山泥岩部層は高倉層にそれ

ぞれ対応する.

･ 各部層の堆積環境は植月磯岩部層では河川,楢砂

質泥岩部層では河口付近,田井僕質砂岩部層及び

高取裸岩部層では浅海域,綾部泥岩部層及び丸山

泥岩部層では沖合の環境を示しており,全体とし

て海進に伴う環境変遷が認められる.

･ 地層基底のコンターマップによる古地形解析よ

り河口や島などの古地形が復元できた.中新統堆

積当時の本地域の地形は瀬戸内海のような島の

多い内海の環境であったと考えられる.
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Fig.4OutcropoftheTakakuraFormationinMaruyam a.
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津山盆地東部に分布する中新統勝田層群の堆積環境
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Fig.8GeologicalcrosssectioninNaraarea.
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Fig･9GeologicalcrosssectioninHukuyoshiarea.Legendissamef♭rFig.8.
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